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まき網漁業に関する研究－Ⅱ

（適性船型，通性漁具の検討）

小　　林　　　　　　稔

」

日　　的

本県におけるまき絹漁業は，地先海面に来遊するイワシ類（マイワシ．カタクチイワシ）を対象として操

業されていたが，昭和58年でイワシ類の漁猿が頭打ちとなったのにつれサバを主対象とした操業が行なわ

れるようになり．また，昭和41年から八戸沖サバの操業が加わり，ますますサバのウエイトが．増加した。

すなわち，浅海操業から沖合操業となったため年々網規模の拡大，おもりの増加の傾向にありこれが漁獲増

大の要因と考えられている。

本調査では，Ⅰにおいてサノく網の実態調査を行ない綱の概略を知ることができたので，漁獲高と網の構成

船の装備等の関係を調べ，まき網の漁獲性能について検討してみた。

本調査にあたり，御指導並びに御校閲を賜わっ7ノ」ノに京水産大学井上　実助教授に衷心上り御礼申しあげる。

資　　料

昭和42年11月現在87隻の許可受有船（大中型まき網船）のうち大津・久慈・磯浜■波崎の4地区か

ら2～5集合計1占隻の標本船を抽出し，昭和4ロ年～42年の5ヶ年について，久慈無線局および波崎無

線局の漁況連絡資料から出漁日数．操業日数，魚種別操業回数，漁獲の有無等について調べた。

漁獲量は各地区漁業協同組合水場台帳から求め，不足の資料は上記漁況連絡から補充した。

結果及び考察

本県における大中型まき網船（昭和42年全般2そうまき）の操業払　北部太平洋海区において大略次の

ような周年操業を実施している。すなわち，12～2月はイワシ類，5～占月はサバ，7～9月はハモノ類

（イナダ■ブリ・二ワッオ・マグロ）10～11月は八戸沖のサバを主対象にしている。

漁具のうち綿目について軋　カタクチイワシは24節を使用し，大羽イワシりJ＼サバは10～12節，大

サノミは8節，ハモノ類では2～5寸目を使用し魚種により網の取替えを行ないつつ操業している。

①

漁獲性能を左右するものに物的要素の外に人的要素が大きく影響することはいうせでもない。そこで第

1表にF値（投網回数／出漁日数－5ヶ年を集計すれば船体の事故，網の尊奴等によって待機を余儀なく

された日数．或いは投網不能となった回数等については相殺され船頭の技両，乗組員の勤労意欲，適性船

型を示す指標と見傲せるのではないかと思われる）を月毎に出し上位5位まで○印，8－10位鴨恥

11－18位×印をつけ年毎に集計したもの，第2表に出漁日数．操業日数を年毎に集計したp
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表1

F値（投網回数／出漁日数）の月別発生頻度

船　 名
判 F　　　　　 値 総合
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第1表のF値について検討してみると，。即についてはd Oトン型が9Dトン，58トン塾船より4～

5割多い。しかし同一溶区内操業であっても必ずしも同一漁種を漁獲しているとは限らず・90トン型船

のうち1－2隻は更朋中心にハモノ梨だけを操業している船があるので同一に見るわけにはいかないが，

総合的には占ロトン型がF他の人少で示される乗組員の勤労意欲なり船頭の技楠なりの人的要素が優って

いるものと思われる。

また，第2表からわかるように出漁日数，操業日数共にトン数階層順に大型船より順次少なくなってお

り大型舶宥天候に左右される率が少ないという当然の結果を示している。

地区別に見ると操業日教で御崎と久慈地区がイ勘へが波崎地区は天候に左右される賓が多く，また久慈地

区船についてはハモノ類を漁獲対象としてし1るために表はれた結果であろう。F作については久慈地区を

除き差異はなく，久慈地区のみが×印が多いが上記の操業の難易性の結果が一部含まれたためと思われる0

（地区別船名は掛に伏せる。）

②

第4表く・ノ二士トン数階′郁F」魚種別宥漁家（有漁捜矩奴と総投網数との比）を筆出したものである0イワシ類

について見れば年別変化はあるにしても操業が100m以津の海域で殆んど沈子方が海底に接触しながら

操業しているのが実帝で，トン数階層別の差異は認められず最も高率で漁獲し易いことを示している0し

かし第5表による1網平均漁獲でく・豆dCトン型が寮も高く，また1襲平均浄将においてもdOトン型が優

位である。すなわちイワシ類の漁掛てついてはるロトン型が適件船轡といえる。

サバについて見ると（50トン到42隻のみなので除く）90トン型では有漁率において変動が少ない

のに，80トン型では変動があり，有漁室そのものも90トン掛目）珊低い結果が出ているが1締平均漁

獲では42年に80トン勲が低いほか殆んど差がないので旛性船別は論じられない0

ハモノ類について見ると，有漁率において9Dトン割より80トン型が高しっが，P哨的には異質のもの

であって，い〕トン型がサバ，イワシ漁場内に出現するイナダ，ブリ類を対象とし一部カツオを漁獲して

いるのに対し，9Uトン型が碑沖合のマクロ，カツオを対象として操業しているため投相可数，1隻当り

漁獲から見てる○トン型よりはるかに大きくかつ■1網平均漁獲においても4口年に殆んど旦じのほか

90トン盟主が優っており，ハモノについては9Dトン型が優位と思われる。また，今後其沖合操業を余儀

なくされるため天候，潮流に影響される事が大きくかつ魚礁の回遊速度が早いので，当然新連なり漁具の

大きいことが繋求されるため，ノ、モノ類には90トン塾が望ましい。

Q）

漁獲景（ここではサバにつレ、て月別1網平均漁椎とした）と人的および物的要素について、次式

‾YT二aO＋　al X

で表わされるかどうか検討したが分散か大きく個々の紫素と漁獲量との閏には直轄関係は見出せなかった口

、また田内方式に上る漁獲性能を計算（第5表）して見たが件能指数と漁具の冬賓素には直接関係′豆なか

った。（まき網について田内方式による沖襖性青紆餌こほ問題が多いと思う）すなわち長さにおいて
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出漁日数I操業日数

操　 菓　 日　 数
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1網　平　均　漁　獲　量（KF）

表5

韻
4　 0 4　 1 4　 2

L
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イ　 ワ　シ サ　　 バ ハ モ　 ノ イ　 ワ　 ミ／ サ　　 バ ハ モ　 ノ イ　 ワ　シ サ　 ノミ ハ モ ノ　 と

ー
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　 L
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l
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サバの八戸沖漁獲は含めない。
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表4

階　層　別　魚　種　別　有　漁　率
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100ロ間近く網丈200間（終結なし）か漁具に射ハては・漁獲性能にはそれ程大きい差はないもの

と思われ，親局これらの漁具を運用する人によって漁獲に差異が出て来るものと思われる0そこで傾向を

見るために第5表から性能指数の良い船5集およびか船5集を選び出し漁獲に影響すると思われる各要

素を表にしたのが第8表である0

那表からそれぞれの平均値について性能指数と比較検討すると大略次のことがいえそうであるD

①　総トン数　漁獲性群とは無関係

②　乗組員数　性能良い方が稲多い0

③　船頭経験年数　無関係

④　浮子綱長さ　　件能良い方が長い0

⑤　綱　　丈　　性能良い方が深いロ

＠　錘（1丈平均貫メ）　性能良い方が青い0

⑦縮結　細部について検討を要するが両者には大きな差異はなく浮子方と沈子方とのバランスに問

題があるように思われる0

⑧運搬船トン数討　性能良い方がトン数多い・八戸沖および銚子沖のように大量漁獲があったとき

差を生ずるのではなかろうか0

江1．聴き取調査で運搬船け数を保有トン数・使用船トン数とのどちらとも指摘しなかったので・

聴き取調査の数字そのままを使った0

乙　同一漁軌同一換新一ごも8節，10～12節網を混用しているため聴き取り調査で得た資料は

区別せず同一に取扱った0

要　約

目線網回教／出漁日数の数値が漁横意欲・船頭の技鳳通性船型を表わす指標と見徹すと・占0トン型

が本県のサバ，イワシを対象とした操業には適しており乗組員も意欲的であるといえる0

2）イワシ如有漁率について払90帝前後と船型別差異はないが・1締平均漁掛ではるロト／型が最

も高い。サバについては1綿平均漁猿1隻当。漁獲においても90トン塑・占0トン型の是共は余。な

い，ハモノ類について見れば，90トン塾が1網平均漁獲においてdOトン型よ。棉良く1集当。派腰

8）大中型せき網漁船に使用されるような大規模な網においては・単一で漁獲性能を決定づけるような要

素は見当らない。
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性 能 指 数 の 良 い グ ル ー プ　　　　　　　　　　　　　 芦 性 能 指 数 の 悪 い グ ル ー プ

　　 船 名
項 目 A E E P C 平　　 均 Ⅰ B F 0 G 平　　 均

総　 ト　 ン　 数 ‘9
8 9　 1

5 1 ‘0 5 8 ‘ 5．4 5 7 4 0 4 7 9 1 9 8 ‘ 9

乗　 組　 負　 数 5 5 4 2 4 0 5 8 5 7 5 8 4 5 8 5 5 5 8 5 1 5 1 5　4．占

船　 頭　 年　 数 2 0 4 2 4 7 7 4 1 0 1 4 1 2 0 5 9 ‘

浮　　 子　　 長 7 ‘9 9 °4 8 0 9 7 2 7 ‘9 5 7　9 2．4 8 0 4 ‘5 1 8 8 5 7 5 0 8 5 5 7 8　8．°

網　　　　　 丈 1 9 8 2 0 ‘ 2 5 ‘■ 2 0 7 1 5 2 2　0　5．4 1 8 ‘ 1 5 7 2 0 5 1 8 0 2 1 2 1 8　8

鍵　 ′ （平 均 ） 4．0 乞8 2．9 ま8 5．4 ま9 2．5 ユ5 5．1 2．5 5．1

崩結　　 浮　 子 2．8 8 2．9 0 2．5 0 2．8 4 2．7 8 2．0 9 2．8 5 2．8 7 ま0 5 5．9 0 2．9　5

沈　 子 2．0 0 2．5 0 1．9 5 2．5 2 2．2　4 1．2 0 2．4 5 2．5 ‘． 2．4 5 2．4 0 2．1 7

差 0．8 8 8 4 0 1 8 5 5 0．5 2 0．5　4 0．8 9 8 4 0 n 5 1 α‘5 1．5 0 0．7 9

運 搬 船 ト ン数 5 1 9 1 7 2 2 8 2 2 9 ‘ 2 9 5 2 d　8．8 1 8 0 1 1 5 2 ‘0 2 5 7 5 2 9 2　2　0．2

バ ワー プ ロブタ ○ ○

網　　 捌　　 機 ○ ○

サ イ ド ロ ーラ ○ ○ ○ ○ ○ L W ．＿＿ヱ ＿▲叫．　 0


